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│
│
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
│
│

水
ノ
江

和

同

は

じ

め

に

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
五
棟
の
赤
煉
瓦
建
造
物
と
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
三
棟

の
赤
煉
瓦
建
造
物
が
あ
る
。
ま
た
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
は
北
側
に
は
相
国
寺
と
、
南
側
に
は
京
都
御
所
や
冷
泉
家
と
接
す
る
。
そ
し
て

地
下
に
は
中
世
室
町
幕
府
「
花
の
御
所
」
と
、
近
世
薩
摩
藩
邸
が
眠
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
・
近
世
・
近
代
と
幅
広
い
時
代
に
属
す

る
、
極
め
て
貴
重
で
多
く
の
文
化
財
に
囲
ま
れ
る
と
い
う
環
境
は
、
教
育
・
研
究
の
最
高
学
府
と
し
て
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
学
生
や
卒
業
生
に
と
っ
て
は
母
校
へ
の
愛
校
心
醸
成
の
源
泉
と
し

て
、
そ
し
て
近
隣
住
民
や
京
都
市
民
に
と
っ
て
は
、
寺
社
仏
閣
や
町
家
と
は
違
っ
た
古
都
・
京
都
の
も
う
一
つ
の
顔
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
日
本
に
数
あ
る
大
学
の
な
か
で
も
所
有
す
る
文
化
財
を
通
じ
て
、
こ
う
い
っ
た
大
学
内
外
の
二
面
性
が
長
く
維
持
さ
れ
て
き
た
大

学
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
何
と
い
っ
て
も
日
常
的
に
使
わ
れ
る
「
校
舎
が
貴
重
な
文
化
財
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
内
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外
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

小
文
で
は
、
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
持
つ
文
化
財
と
し
て
の
本
質
的
な
価
値
と
、
そ
れ
と
は
直
接
に

は
関
係
な
い
も
の
の
、
学
生
や
市
民
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
る
憧
憬
や
親
し
み
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
赤
煉
瓦
建

造
物
群
の
現
代
的
な
価
値
と
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
が
み
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
今
出
川
校
地
（
今
出
川
・
室
町
・
新
町
・
烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
称
）
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
校
舎
の
新
築
や
建
替
え
に

際
し
て
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
適
切
に
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
を
、
野
外
で
の
遺
構
保
存
や
屋
内
で
の
遺
物
展
示
と

し
て
、
他
の
大
学
に
は
な
い
先
進
的
で
充
実
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
る
。
同
志
社
大
学
の
文
化
財
保
護
と
し
て
も
う
一
つ
の
注

目
す
べ
き
点
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
文
化
財
保
護
と
い
う
と
「
保
存
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
文
化
財
保
護
法
第
一
条
に
お
い
て
は
「
文
化
財
保
護

＝

保
存
＋
活
用
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
文
化
財
保
護
と
は
「
活
用
」
を
含
め
た
用
語
で
あ
る
こ
と
を
、
冒
頭
で
確
認
し
て
お
き
た

い
。

１
．
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群

こ
こ
で
は
ま
ず
、
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
文
化
財
と
し
て
の
本
質
的
価
値
と
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
な
お
、
相
国
寺
参
道

を
挟
ん
で
東
側
に
あ
る
啓
明
館
西
館
・
啓
明
館
本
館
・
ア
ー
モ
ス
ト
館
の
さ
ら
に
東
側
に
は
、
同
志
社
女
子
大
学
が
所
有
す
る
国
の
登
録

有
形
文
化
財
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
と
栄
光
館
も
建
ち
並
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
参
考
と
し
て
そ
れ
ら
も
紹
介
す
る
（
図
１
・
２
）。
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【
国
の
重
要
文
化
財
】

彰
栄
館

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
竣
工
、
Ｄ
．
Ｃ
．
グ
リ
ー
ン
設
計
、
尾
滝
菊
太
郎
施
工
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
一

九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
指
定
。
京
都
市
内
に
建
築
さ
れ
た
赤
煉
瓦
建
造
物
と
し
て
は
、
最
古
級
に
属
し
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
二

番
目
に
古
い
。
外
観
の
ア
メ
リ
カ
積
み
煉
瓦
と
花
崗
岩
で
縁
取
ら
れ
た
尖
頭
ア
ー
チ
に
よ
る
窓
は
洋
風
、
内
部
の
間
仕
切
壁
や
小
屋
組
は

純
和
風
で
、
ま
さ
に
和
洋
折
衷
形
式
の
典
型
。
塔
屋
は
時
計
塔
と
鐘
塔
を
兼
ね
、
毎
朝
の
朝
礼
を
告
げ
る
鐘
は
司
鐘
生
と
呼
ば
れ
る
中
学

生
の
担
当
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
鐘
の
音
は
、
か
つ
て
は
京
都
駅
近
く
ま
で
聞
こ
え
た
と
い
う
。

礼
拝
堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
竣
工
、
Ｄ
．
Ｃ
．
グ
リ
ー
ン
設
計
、
三
上
吉
兵
衛
施
工
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ゴ
シ

ッ
ク
様
式
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
指
定
。
現
存
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
赤
煉
瓦
礼
拝
堂
と
し
て
は
日
本
最
古
で
あ
り
、
現
在
の

同
志
社
大
学
の
赤
煉
瓦
建
造
物
の
な
か
で
も
、
そ
の
重
要
性
か
ら
最
初
（
一
九
六
三
年
）
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
正
面
中
央
の

バ
ラ
窓
と
左
右
の
ア
ー
チ
窓
は
、
色
ガ
ラ
ス
を
用
い
る
こ
と
で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
す
。
一
八
八
五
（
明
治
一

八
）
年
の
定
礎
式
で
新
島
襄
は
、
こ
の
礼
拝
堂
を
「
同
志
社
ノ
基
礎
ト
ナ
リ
、
又
タ
精
神
ト
ナ
ル
者
」
と
語
っ
た
。

有
終
館

一
八
七
七
（
明
治
二
〇
）
年
竣
工
、
Ｄ
．
Ｃ
．
グ
リ
ー
ン
設
計
、
三
上
吉
兵
衛
施
工
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
一

九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
指
定
。
有
終
館
は
同
志
社
英
学
校
の
初
代
図
書
館
「
書
籍
館
」
と
し
て
竣
工
し
た
。
当
時
と
し
て
は
日
本
最
大

の
学
校
図
書
館
と
い
わ
れ
、
洋
式
図
書
館
と
し
て
も
日
本
最
古
と
な
る
。
実
際
の
図
書
館
は
二
階
西
側
の
大
部
屋
の
み
で
、
他
は
教
室
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
啓
明
館
が
二
代
目
の
図
書
館
に
な
っ
た
時
点
で
そ
の
役
割
を
終
え
現
在
の
「
有
終
館
」
と
改
称
さ
れ
た
。
有
終

館
の
入
口
は
本
来
南
側
に
あ
っ
た
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
路
面
電
車
の
敷
設
に
伴
う
今
出
川
通
の
拡
張
に
際
し
て
、
入
口
は
現

在
の
東
側
に
付
け
替
え
ら
れ
た
。

ハ
リ
ス
理
化
学
館

一
九
八
〇
（
明
治
二
三
）
年
竣
工
、
Ａ
．
Ｎ
．
ハ
ン
セ
ン
設
計
、
小
嶋
佐
兵
衛
施
工
、
イ
ギ
リ
ス
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
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式
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
指
定
。
ハ
リ
ス
理
化
学
館
は
、
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
で
あ
る
Ｊ
．
Ｎ
．
ハ
リ
ス
の
寄
付
を
受
け
、
ハ
リ

ス
理
化
学
校
の
校
舎
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
当
初
は
屋
上
中
央
に
八
角
形
の
天
文
台
が
あ
っ
た
が
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
撤
去

さ
れ
現
在
は
そ
れ
に
通
じ
た
螺
旋
階
段
が
残
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
（
平
成
一
三
）
年
の
修
理
後
は
、
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
一
般

公
開
さ
れ
、
新
島
襄
の
生
い
立
ち
や
同
志
社
の
歴
史
に
関
す
る
常
設
展
に
ほ
か
、
年
四
回
の
企
画
展
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
も
併
設

図 1 同志社大学今出川キャンパスの指定（①～⑤）・登録有形文
化財（⑥～⑩）

①彰栄館（1884年） ②同志社礼拝堂（1886年）
③有終館（1887年） ④ハリス理化学館（1890年）
⑤クラーク記念館（1894年） ⑥啓明館西館（1915年）
⑦啓明館本館（1920年） ⑧アーモスト館（1932年）
⑨ジェームズ館（1913年） ⑩栄光館（1932年）
（⑨⑩は同志社女子大学）
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相　国　寺
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重要文化財
登録有形文化財

さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ー
ク
記
念
館

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
竣
工
、
Ｒ
．
ゼ
ー

ル
設
計
、
小
嶋
佐
兵
衛
施
工
、
ド
イ
ツ
・
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
一
九

七
九
（
昭
和
五
四
）
年
指
定
。
屋
根
は
北
側
が
切
妻
屋
根
、
中
央
部
は

寄
棟
屋
根
と
棟
飾
り
、
南
西
部
に
は
尖
塔
付
き
の
小
ド
ー
ム
屋
根
と
、

シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
な
ら
な
い
構
造
。
窓
も
多
彩
な
円
形
ア
ー
チ
状
で
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
吹
き
抜
け
。
二
階
に
は
豪
華
な
ア
ー
チ
型
船
底
天
井

が
特
徴
的
な
ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
。
当
初
は
「
ク
ラ
ー
ク
神
学
館
」

と
し
て
神
学
教
育
・
研
究
施
設
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
（
昭
和
三

八
）
年
に
現
在
の
神
学
館
が
完
成
し
て
か
ら
は
「
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
」

と
改
称
。
現
在
で
は
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
同
志
社
大
学

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

【
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

啓
明
館
西
館

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
竣
工
、
Ｗ
．
Ｍ
．
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
設
計
、
清
水
組
施
工
、
煉
瓦
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
二
〇

〇
七
（
平
成
一
九
）
年
登
録
。
旧
図
書
館
で
あ
っ
た
書
籍
館
（
現
．
有

終
館
）
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
書
庫
棟
と
し
て
竣
工
し
た
。
こ

図 2 同志社大学今出川キャンパス赤煉瓦建造物の配置
①彰栄館 ②同志社礼拝堂 ③有終館 ④ハリス理化学館 ⑤クラーク記念館
⑥啓明館西館 ⑦啓明館本館 ⑧アーモスト館 ⑨ジェームズ館 ⑩栄光館
（⑨⑩は同志社女子大学）
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の
時
点
で
、
西
館
の
南
側
に
は
本
館
の
竣
工
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
事
務
室
・
読
書
室
・
研
究
室
・
集
会
室
な
ど
と
し
て

使
用
さ
れ
た
。
両
側
面
に
は
二
階
以
上
を
一
連
の
も
の
と
し
て
扱
っ
た
ア
ー
チ
形
窓
が
反
復
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
．
Ｍ
．
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
ア

メ
リ
カ
出
身
の
建
築
家
で
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
は
日
本
に
帰
化
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
は
建
築
業
界
で
の
功
績
が

認
め
ら
れ
黄
綬
褒
章
を
受
章
。

啓
明
館
本
館

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
竣
工
。
Ｗ
．
Ｍ
．
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
、
清
水
組
施
工
、
煉
瓦
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
登
録
。
西
館
に
続
き
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
本
館
は
そ
の
南
側
に
渡
り
廊
下
で
接
続
す
る
形
で
竣
工

し
た
。
こ
の
年
の
四
月
に
大
学
令
に
よ
っ
て
私
立
大
学
と
し
て
日
本
で
は
じ
め
て
の
大
学
「
同
志
社
大
学
」
と
な
り
、
啓
明
館
本
館
は
そ

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
た
。
南
西
隅
の
塔
は
、
入
口
と
階
段
室
を
兼
ね
、
ア
ー
チ
形
の
窓
枠
や
入
口
上
部
の
ア
ー
チ
形
庇
、
階
段

手
摺
の
葡
萄
の
彫
刻
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
啓
明
館
本
館
は
西
館
と
併
せ
て
、
同
志
社
大
学
の
二
代
目
の
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ
た

が
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
に
現
在
の
図
書
館
が
竣
工
し
て
か
ら
は
そ
の
役
目
を
終
え
た
。

ア
ー
モ
ス
ト
館

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
竣
工
、
Ｗ
．
Ｍ
．
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
、
竹
中
工
務
店
施
工
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
・
コ
ロ
ニ
ア

ル
様
式
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
登
録
。
新
島
襄
の
母
校
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
関
係
者

か
ら
の
資
金
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に
は
無
賓
主
庵
が

寄
贈
さ
れ
、
ホ
ー
ル
で
は
各
種
式
典
や
講
演
会
、
結
婚
式
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
現
在
は
外
国
人
研
究
者
な
ど
の
宿
泊
施
設
と
な
る
。
ジ
ョ

ー
ジ
ア
ン
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
建
築
様
式
を
基
調
に
一
八
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
創
造
さ
れ
た
建
築
様
式
。
全
体

が
長
方
形
の
箱
型
で
急
勾
配
の
大
き
な
屋
根
、
玄
関
を
中
心
に
左
右
対
称
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
あ
り
、
四
つ
の
煙
突
が
そ
の
特
徴
を
際

立
た
せ
る
。

《
参
考
・
同
志
社
女
子
大
学
》
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
竣
工
、
武
田
五
一
設
計
、
清
水
組
施
工
、
煉
瓦
造
、
二
〇

同志社大学と文化財保護 ― ３３４ ―



〇
〇
（
平
成
一
二
））
年
登
録
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
の
専
門
学
校
令
に
従
い
専
門
学
部
が
設
置
さ
れ
、
学
生

数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
洋
館
ら
し
い
バ
ル
コ
ニ
ー
や
屋
根
に
付
い
た
ド
ー
マ
ー
窓
に
対
し
て
和
風
の
瓦
屋
根
、
館
内
の

漆
喰
を
塗
っ
た
板
張
り
の
壁
な
ど
、
随
所
に
和
洋
折
衷
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
建
物
の
平
面
形
態
は
中
庭
を
有
す
る
「
Ｈ
」
字
状
で
、
正
面

に
玄
関
が
あ
り
左
右
対
象
の
外
観
を
な
す
。

《
参
考
・
同
志
社
女
子
大
学
》
栄
光
館

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
竣
工
、
武
田
五
一
設
計
、
大
倉
土
木
施
工
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
登
録
。
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
同
志
社
女
学
校
の
赤
煉
瓦
建
造
物
、
旧
静
和

館
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
・
栄
光
館
は
い
ず
れ
も
武
田
五
一
（
京
都
帝
国
大
学
教
授
）
に
よ
る
設
計
で
あ
る
。
フ
ァ
ウ
ラ
ー
講
堂
（
チ
ャ
ペ

ル
）
は
、
千
六
百
人
収
容
可
能
な
式
典
会
場
で
、
葡
萄
の
形
を
模
し
た
照
明
が
特
徴
的
。
二
千
五
百
三
十
八
本
の
パ
イ
プ
と
三
十
六
個
の

音
栓
、
三
段
手
鍵
盤
と
足
鍵
盤
で
構
成
さ
れ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
各
種
式
典
の
荘
厳
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
。

２
．
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
保
護
（
保
存
と
活
用
）
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
十
棟
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
に
関
す
る
保
護
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
保
存
と
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
具
体
的

な
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
保
存
に
つ
い
て

こ
れ
ら
十
棟
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
は
国
の
指
定
・
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
劣
化
や
破
損
が
生
じ
文
化
財
的
な
価
値

の
変
更
に
か
か
わ
る
修
理
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
志
社
大
学
が
京
都
府
教
育
委
員
会
に
委
託
し
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て
修
理
を
実
施
す
る
。
こ
の
時
の
修
理
は
、
単
に
劣
化
や
破
損
部
分
の
補
修
・
取
り
換
え
だ
け
で
は
な
く
、
竣
工
当
時
の
構
造
が
わ
か
る

図
面
や
古
写
真
に
基
づ
き
で
き
る
だ
け
当
初
の
姿
に
戻
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
化
財
的
な
価
値
の
変
更
と
は
な
ら
な

い
日
常
管
理
と
し
て
の
小
規
模
な
補
修
な
ど
は
、
必
ず
し
も
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
京
都
府
教
育
委
員
会
の
指

導
の
下
、
同
志
社
大
学
が
独
自
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
十
棟
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
う
ち
大
規
模
な
修
理
実
績
及
び
修
理
報
告
書
が
あ
る
建
造
物
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

彰
栄
館

赤
煉
瓦
壁
の
補
強
中
心
。
修
理
期
間
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
一
月
〜
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
一
二
月
、
修
理
報

告
書
刊
行
は
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
一
二
月
。

同
志
社
礼
拝
堂
（
チ
ェ
ペ
ル
）
一
部
解
体
し
て
鉄
骨
・
鉄
筋
な
ど
で
補
強
。
修
理
期
間
は
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
五
月
〜
一
九

九
〇
（
平
成
二
）
年
九
月
、
修
理
報
告
書
刊
行
は
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
一
二
月
。

ク
ラ
ー
ク
記
念
館

半
解
体
修
理
。
修
理
期
間
は
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
一
月
〜
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
一
二
月
、
修
理
報

告
書
刊
行
は
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
三
月
。

（
２
）
活
用
に
つ
い
て

活
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
赤
煉
瓦
建
造
物
の
内
部
を
、
例
え
ば
教
室
や
事
務
室
な
ど
建
造
物
本
来
の
機
能
を
直
接
的
に
活
用
す
る
「
第

一
の
活
用
」
と
、
建
造
物
本
来
の
機
能
以
外
を
間
接
的
に
活
用
す
る
「
第
二
の
活
用
」
と
が
あ
る
（
水
ノ
江
二
〇
二
一
）。

第
一
の
活
用
（
直
接
的
な
活
用
）

同
志
社
大
学
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
は
、
そ
の
竣
工
が
も
っ
と
も
古
い
彰
栄
館
（
一
八
八
四
年
）
が
現
在
ま
で
約
百
四
十
年
、
も
っ
と
も
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新
し
い
ア
ー
モ
ス
ト
館
（
一
九
三
二
年
）
で
も
約
九
十
年
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
学
生
数
の
増
加
、
学
部
・
学
科
や
事
務
部
課
の

新
設
、
蔵
書
量
増
加
に
伴
う
図
書
館
の
新
築
な
ど
が
続
き
、
本
来
教
室
で
あ
っ
た
部
屋
が
事
務
室
に
、
礼
拝
堂
が
ホ
ー
ル
に
、
図
書
館
で

あ
っ
た
建
造
物
が
事
務
棟
や
研
究
棟
な
ど
へ
、
そ
の
時
々
の
事
情
に
応
じ
て
用
途
は
変
わ
っ
て
き
た
。
特
に
、
そ
れ
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
前
だ
と
、
入
口
や
間
取
り
の
変
更
・
改
修
に
規
制
は
な
く
、
自
由
に
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ら
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
文
化
財
的
な
価
値
が
大
き
な
損
失
・
改
変
な
く
現
在
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
同
志
社
大
学
が
こ
れ
ら

を
同
志
社
大
学
の
歴
史
と
文
化
を
表
象
・
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
大
事
に
取
り
扱
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
の
活
用
と
は
、
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
建
造
物
本
来
の
機
能
を
直
接
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
使
用

目
的
（
用
途
）
が
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
変
わ
っ
て
も
文
化
財
的
な
価
値
は
変
わ
ら
な
い
。
最
初
の
重
要
文
化
財
指
定
は
同
志
社
礼
拝
堂

の
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
で
あ
り
、
そ
の
他
四
棟
は
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て

五
棟
が
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。
指
定
や
登
録
を
受
け
る
と
、
文
化
財
的
な
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
一
定

程
度
の
規
制
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
規
制
の
範
囲
内
で
の
積
極
的
な
活
用
、
す
な
わ
ち
、
教
室
・
事
務
室
・
ホ
ー
ル
な
ど

と
し
て
活
用
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
の
取
り
組
み
と
し
て
は
極
め
て
高
く
評
価
で
き
る
。

第
二
の
活
用
（
間
接
的
な
活
用
）

「
第
二
の
活
用
」
と
は
、
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
本
来
の
機
能
以
外
の
部
分
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
、
風
景
画
な
ど
の
写
生
の
題
材
、
小
説
や
ア
ニ
メ
の
題
材
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の

文
化
財
的
な
価
値
や
歴
史
的
な
意
義
を
直
接
的
に
知
る
、
あ
る
い
は
踏
ま
え
る
必
要
は
な
く
、
多
く
の
場
合
は
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
醸
し

出
す
レ
ト
ロ
で
荘
厳
・
神
聖
な
雰
囲
気
が
重
視
さ
れ
る
。
実
際
に
こ
れ
ま
で
、
時
代
設
定
が
大
正
・
昭
和
初
期
で
あ
っ
た
映
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
は
何
度
も
ロ
ケ
地
と
し
て
活
用
さ
れ
、
年
間
を
通
じ
て
外
部
の
美
術
サ
ー
ク
ル
や
高
校
・
中
学
校
の
美
術
部
な
ど
の
関
係
者
に
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よ
る
写
生
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
近
は
ア
ニ
メ
で
の
登
場
回
数
も
増
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
志
社
大
学
文
化
財
保
護
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
設
立
）
で
は
二
〇
二
一
年
七
月
と
一
一
月
に
、
お
も

に
今
出
川
校
地
で
学
ぶ
各
学
部
の
学
生
約
千
二
百
人
に
対
し
、
こ
れ
ら
赤
煉
瓦
建
造
物
群
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
二
百
六
十

二
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
ニ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
に
譲
る
が
、
そ
の
中
で
大
学
進
学
に
際
し
て
同
志
社
大
学
を

選
択
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
醸
し
出
す
景
観
と
雰
囲
気
」
を
挙
げ
た
学
生
が
実
に
ほ
ぼ
半
数
も
い
た
（
百
三
十

／
二
百
六
十
二＝
四
九
・
六
％
）。
彼
ら
が
受
験
生
で
あ
っ
た
時
に
、
同
志
社
大
学
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
文
化
財
的
価
値
や
歴
史
的
な

経
緯
と
意
義
を
知
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
入

学
案
内
、
さ
ら
に
は
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
を
通
じ
て
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
中
で
学
び
た
い
と
い
う
学
究
意
欲
が

駆
り
立
て
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
赤
煉
瓦
建
造
物
群
に
よ
る
「
第
２
の
活
用
」
の
典
型
例
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
の
大

学
に
は
存
在
し
な
い
同
志
社
大
学
最
大
の
個
性
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

３
．
今
出
川
校
地
の
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
今
出
川
校
地
に
あ
る
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
（
保
存
と
活
用
）
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

同
志
社
大
学
で
は
、
校
舎
の
新
築
や
建
替
え
、
各
種
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
敷
設
な
ど
に
際
し
て
、
文
化
財
保
護
法
第
九
十
三
条
に
基
づ
き

逐
次
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
措
置
を
、
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
が
講
じ
て
き
た
。
今
出
川
校
地
で
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
現
在

の
図
書
館
建
設
に
際
し
て
実
施
し
た
発
掘
調
査
を
皮
切
り
に
、
現
在
ま
で
今
出
川
校
地
で
は
以
下
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

同志社大学と文化財保護 ― ３３８ ―



《
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
》

図
書
館
（
一
九
七
二
年
）、
光
塩
館
（
一
九
七
五
年
）、
彰
栄
館
北
（
一
九
七
五
年
）、
中
学
校
体
育
館
（
一
九
七
六
年
）、
コ
ン
コ
ー

ス
（
一
九
七
六
年
）、
地
下
鉄
烏
丸
今
出
川
駅
入
口
（
一
九
七
九
）、
徳
照
館
（
一
九
八
一
年
）、
良
心
館
（
二
〇
一
〇
〜
一
二
年
）、

致
遠
館
（
二
〇
一
九
年
）

《
室
町
キ
ャ
ン
パ
ス
》

寒
梅
館
（
二
〇
〇
三
〜
〇
四
年
）

《
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
》

新
町
別
館
（
一
九
七
四
年
）、
学
生
会
館
（
一
九
七
四
・
二
〇
〇
二
年
）、
尋
真
館
東
（
一
九
七
六
年
）、
育
真
館
（
一
九
八
一
年
）、

渓
水
館
（
二
〇
〇
三
年
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
成
果
が
、
そ
の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
校
舎
な
ど
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
展
示

・
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
成
果
を
そ
の
ま
ま
現
地
や
校
舎
内
で
展
示
・
活
用
す
る
事
例
は
、
全
国
の
大
学
の
な
か

で
も
極
め
て
珍
し
く
、
や
は
り
文
化
財
保
護
へ
の
高
い
意
識
を
持
つ
同
志
社
大
学
の
個
性
の
一
つ
と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
（
図

３
）。寒

梅
館

館
外
北
東
隅
に
室
町
幕
府
「
花
の
御
所
」
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
石
敷
遺
構
が
現
地
保
存
さ
れ
て
い
る
（
図
３
下
）。

ま
た
、
館
内
一
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
出
土
遺
物
の
展
示
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
画
像
に
よ
る
説
明
が
常
時
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

良
心
館

館
内
一
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
掘
立
柱
建
物
の
礎
石
抜
き
取
り
痕
跡
や
暗
渠
遺
構
の
切
り
取
り
を
、
本
来
地
下
に
埋
も
れ
て

い
た
こ
と
を
意
識
し
て
床
面
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
す
ぐ
横
の
壁
面
に
は
展
示
ケ
ー
ス
を
設
置
し
て
、
遺
構
と
出
土
遺

物
の
関
係
性
を
展
示
し
て
い
る
（
図
３
上
）。
さ
ら
に
、
良
心
館
外
の
南
西
部
に
は
、
道
路
遺
構
の
切
取
り
を
屋
外
で
展
示
し
て
い
る
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（
図
３
中
）。

致
遠
館

致
遠
館
西
側
の
屋
外
に
塼
（
タ
イ
ル
）
の
一
部
を
移
築
し
て
い
る
。

臨
光
館

旧
臨
光
館
（
旧
日
本
電
池
株
式
会
社
）
の
建
物
の
一
部
を
切
取
り
、
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
側
に
「
日
本
電
池
発
祥
の
地
」

碑
と
と
も
に
屋
外
に
移
築
し
て
い
る
。

図 3 埋蔵文化財の保存と活用事例
上：良心館 1階ラウンジ 中：良心館外南西部
下：寒梅館外北東部
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４
．
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
を
今
後
ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
二
つ
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い

（
図
２
）。

（
１
）
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
作
る
景
観
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
【
重
要
文
化
財
】

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
現
在
、
五
棟
の
重
要
文
化
財
建
造
物
と
三
棟
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
が
あ
り
、
同
志
社
女
子
大
学
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ
館
や
栄
光
館
も
含
め
て
考
え
る
な
ら
、
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
は
五
棟
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
東
西
約
四
百
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
に
十
棟
の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
連
続
し
て
建
ち
並
び
密
集
す
る
状
況
は
、
国
立
・
私
立
を
問
わ
ず
日
本
の
大
学

で
は
他
に
例
が
な
く
、
大
学
以
外
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
連
続
性
と
密
集
度
は
稀
有
な
存
在
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
大
学
の
み
な
ら
ず
日

本
全
体
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
の
歴
史
性
や
そ
の
意
義
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
施
行
さ
れ
た
大
学
令
に
よ
り
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
た
私
立

大
学
は
早
稲
田
大
学
・
慶
應
義
塾
大
学
・
明
治
大
学
・
中
央
大
学
・
法
政
大
学
・
日
本
大
学
・
國
學
院
大
學
・
同
志
社
大
学
の
八
校
で
あ

る
。
こ
の
時
点
で
、
同
志
社
大
学
で
は
ア
ー
モ
ス
ト
館
と
栄
光
館
を
除
い
た
八
棟
が
す
で
に
竣
工
さ
れ
て
お
り
、
大
学
令
が
施
行
さ
れ
た

当
時
の
光
景
が
百
年
の
時
を
越
え
た
現
在
ま
で
そ
の
ま
ま
残
る
唯
一
の
大
学
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
赤
煉
瓦
建
造

物
群
の
文
化
財
的
価
値
は
そ
の
一
棟
一
棟
に
存
在
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
集
合
体
と
し
て
形
成
す
る
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
東
西
４
０
０
ｍ
に
及
ぶ
特
徴
的
な
景
観
自
体
に
も
存
在
す
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
二
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月
、
北
海
道
余
市
市
の
「
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
蒸
留
所
施
設
」
の
建
造
物
群
十
棟
が
一
括
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
ま
で
に
竣
工
さ
れ
た
も
の
で
、
北
海
道
の
開
拓
の
歴
史
と
、
日
本
に
お
け
る
ウ
イ
ス
キ

ー
製
造
業
の
歴
史
を
い
ま
に
伝
え
る
建
造
物
群
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
同
志
社
大
学
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
も
こ
の
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ

ー
余
市
蒸
留
所
施
設
と
同
様
に
、
日
本
に
お
け
る
初
期
大
学
教
育
の
歴
史
を
史
実
に
今
に
伝
え
る
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
、
指
定
・
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
十
棟
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
を
一
括
し
て
「
重
要

文
化
財

同
志
社
大
学
赤
煉
瓦
建
造
物
群
」
な
ど
の
名
称
で
改
め
て
指
定
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
赤
煉
瓦
建
造
物
と
集
合
体
と
し
て
の
赤

煉
瓦
建
造
物
群
の
両
方
の
文
化
財
的
価
値
が
明
確
に
な
り
、
そ
の
重
要
性
が
さ
ら
に
顕
在
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
の
歴
史
性
を
記
念
物
と
し
て
【
史
跡
】

こ
れ
ら
赤
煉
瓦
建
造
物
群
に
は
、
も
う
一
つ
の
文
化
財
的
価
値
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
集
中
す
る
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
の
土
地
の
歴
史
性
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
新
島
襄
が
同
志
社
英
学
校
を
創
立
し
て
か
ら
九
年
後
の
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
、
彰
栄
館
を
皮
切
り

に
同
志
社
礼
拝
堂
、
ハ
リ
ス
理
化
学
館
、
有
終
館
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
、
啓
明
館
西
館
、
啓
明
館
本
館
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
、
ア
ー
モ
ス
ト

館
、
栄
光
館
と
竣
工
が
続
く
。
特
に
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
大
学
令
施
行
時
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
ま
で
の
八
棟
が
す
で
に
竣
工

し
て
お
り
、
大
学
令
施
行
当
時
の
大
学
内
の
校
舎
の
配
置
、
す
な
わ
ち
東
西
四
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
学
の
構
造
が
百
年
の
時
を
越
え
て

現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
国
立
・
私
立
を
含
め
日
本
の
大
学
に
は
存
在
し
な
い
記
念
物
的
価
値
を
有

し
て
い
る
。
静
岡
県
磐
田
市
の
「
旧
見
附
学
校

附
磐
田
文
庫
」
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
施
行
当
時
の
運
動
場
な
ど
を
含

む
小
学
校
の
構
造
を
よ
く
現
在
に
伝
え
る
好
例
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
も
一
九
一
九
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（
大
正
八
）
年
の
大
学
令
施
行
当
時
の
大
学
の
構
造
を
現
在
に
よ
く
伝
え
る
日
本
唯
一
の
事
例
と
し
て
、
文
化
財
的
に
価
値
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
を
「
史
跡

同
志
社
大
学
」
と
し
て
新
た
に
指
定
し
て
保
護
す
る
こ
と
で
、
日
本

の
大
学
教
育
開
始
時
点
の
状
況
が
わ
か
る
唯
一
の
記
念
物
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
は
、
大
学
令
が
施
行
さ
れ
た
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
当
時
の
大
学
の
景
観
と

そ
の
構
造
を
現
在
に
伝
え
る
日
本
で
は
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
赤
煉
瓦
建
造
物
群
自
体
を
国
の
重
要
文
化
財
に
、
そ

れ
ら
赤
煉
瓦
建
造
物
群
が
存
在
す
る
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
を
国
の
史
跡
と
し
て
重
複
（
ダ
ブ
ル
）
指
定
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
赤
煉

瓦
建
造
物
群
の
本
質
的
な
価
値
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
志
社
大
学
の
理
念
と
哲
学

を
具
現
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
、
卒
業
生
・
在
校
生
の
愛
校
心
の
さ
ら
な
る
醸
成
と
、
こ
れ
か
ら
同
志
社
大
学
へ
の
進
学
を
目
指

す
受
験
生
の
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
直
結
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ら
文
化
財
的
価
値
を
損
ね
る

現
状
変
更
に
対
し
て
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
あ
る
程
度
の
規
制
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
⑴
。
し
か
し
、
そ
の
規
制
を
越
え
た
同
志
社
大
学

独
自
の
文
化
財
保
護
意
識
や
伝
統
を
重
ん
じ
る
個
性
的
な
取
り
組
み
に
対
し
、
社
会
的
に
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
そ
れ
に
よ
り
、
お
も
に
「
第
二
の
活
用
」
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
、
風
景
な

ど
の
写
生
の
題
材
、
小
説
や
ア
ニ
メ
の
題
材
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
以
上
の
幅
広
い
活
用
が
展
開
し
、
同
志
社
大
学
の
さ

ら
な
る
個
性
が
出
現
・
展
開
す
る
可
能
性
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

近
年
、
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
も
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（Sustainability＝
持
続
可
能
性
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
（
星
野
二
〇
二
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二
）。
す
な
わ
ち
、
同
志
社
大
学
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、
以
下
の
四
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
が
中
心
と
な
り
、
北
側
の
相
国
寺
や
南
側
の
京
都
御
所
と
一
体
と
な
っ
て
作
り
出
す
歴
史
的
空
間
と
安
定
し

た
緑
地
環
境
の
形
成
。

②

こ
れ
ら
歴
史
的
空
間
に
対
し
、
地
域
住
民
が
地
域
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
醸
成
す
る
世
代
を
越
え
た
郷
土
愛
。

③

中
世
（
相
国
寺
）・
近
世
（
京
都
御
所
）・
近
代
（
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
従
来
に
な
い
新

し
い
京
都
の
個
性
と
、
京
都
ら
し
さ
と
い
う
観
光
性
。

④

約
百
五
十
年
に
及
ぶ
同
志
社
大
学
の
歴
史
に
対
す
る
卒
業
生
・
在
校
生
に
醸
成
さ
れ
る
愛
校
心
。

こ
の
よ
う
に
、
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
は
、
国
の
重
要
文
化
財
と
史
跡
と
い
う
二
側
面
の
文
化
財
的
価

値
づ
け
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
他
の
大
学
に
は
な
い
唯
一
無
二
の
個
性
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
在
り
方

に
一
石
を
投
じ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
同
志
社
大
学
広
報
課
、
同
志

社
女
子
大
学
広
報
課
に
は
、
資
料
提
供
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
⑵
。

附
記こ

の
た
び
、
山
田
史
郎
先
生
、
庭
田
茂
吉
先
生
の
ご
退
職
の
記
念
号
に
拙
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
２
０
１
８
年
４
月
に
同
志
社
大
学

に
着
任
し
た
た
め
何
か
に
つ
け
て
経
験
不
足
と
不
勉
強
が
多
く
、
先
輩
教
員
の
み
な
さ
ま
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、

山
田
史
郎
先
生
と
は
、
徳
照
館
６
階
の
研
究
室
が
向
か
い
合
っ
た
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
も
気
軽
に
お
声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
文
化
史
学

科
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
庭
田
茂
吉
先
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
志
社
大
学
の
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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お
二
人
の
先
生
と
は
、
同
志
社
大
学
で
の
接
点
は
期
間
的
に
も
短
い
も
の
で
し
た
が
、
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
こ
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

註⑴

指
定
さ
れ
た
文
化
財
に
対
し
て
は
、
そ
の
文
化
財
の
本
質
的
な
価
値
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
一
定
の
規
制
が
及
ぶ
。

こ
の
規
制
に
対
し
て
は
誤
解
も
多
く
、
重
要
文
化
財
の
建
造
物
に
関
し
て
は
釘
１
本
打
て
な
い
と
か
、
史
跡
に
関
し
て
は
草
も
抜
け
な
い
な
ど
と

い
っ
た
、
半
ば
風
評
に
近
い
笑
い
話
も
存
在
す
る
。
確
か
に
、
そ
の
文
化
財
の
本
質
的
な
価
値
を
損
ね
る
行
為
に
は
厳
し
い
規
制
が
及
ぶ
が
、
そ

れ
に
及
ば
な
い
活
用
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
、
現
状
変
更
の
方
向

性
や
内
容
を
事
前
に
文
化
庁
と
協
議
・
調
整
し
て
、
文
化
庁
が
認
定
す
る
「
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
を
事
前
に
策
定
し
て
お
け
ば
、
文
化
庁
で

は
な
く
、
当
該
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
の
や
り
取
り
で
現
状
変
更
が
可
能
に
な
る
。
指
定
文
化
財
の
維
持
・
管
理
に
際
し
て
は
、
こ
の
こ
と
を

正
し
く
理
解
・
把
握
し
て
積
極
的
に
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

⑵

写
真
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
館
は
同
志
社
大
学
広
報
課
か
ら
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
は
同
志
社
女
子
大
学
広
報
課
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ
の

他
は
す
べ
て
水
ノ
江
が
撮
影
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
『
同
志
社
の
文
化
財
建
築
物
』（
学
校
法
人
同
志
社
二
〇
一
六
）
を
引
用
・
参
考
と
し
た
。

引
用
・
参
考
文
献

学
校
法
人
同
志
社

二
〇
一
六
『
同
志
社
の
文
化
財
建
築
物
』
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

京
都
府
教
育
委
員
会

一
九
八
一
『
重
要
文
化
財

同
志
社
彰
栄
館
修
理
工
事
報
告
書
』

京
都
府
教
育
委
員
会

一
九
九
〇
『
重
要
文
化
財

同
志
社
礼
拝
堂
修
理
工
事
報
告
書
』

京
都
府
教
育
委
員
会

二
〇
〇
八
『
重
要
文
化
財

同
志
社
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
修
理
工
事
報
告
書
』

星
野
有
希
枝

二
〇
二
二
「
は
た
し
て
考
古
学
・
埋
蔵
文
化
財
は
活
用
が
不
十
分
だ
っ
た
の
か
？
」『
季
刊
考
古
学
』
一
五
八
号

雄
山
閣

６７
│
６８
頁

水
ノ
江
和
同

二
〇
二
一
ａ
「
京
都
の
赤
煉
瓦
建
造
物
群
か
ら
文
化
財
保
護
の
本
質
と
多
様
性
を
考
え
る
」『
土
車
』
一
四
一

公
益
財
団
法
人
古
代

学
協
会

四
│
五
頁

水
ノ
江
和
同

二
〇
二
一
ｂ
『
実
践

埋
蔵
文
化
財
と
考
古
学
│
発
掘
調
査
か
ら
考
え
る
│
』
同
成
社
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